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新
島
襄
が
初
代
校
長
を
務
め
た
東
華

学
校
の
開
校
１
３
０
周
年
を
記
念
し
、

創
立
記
念
日
で
あ
る
６
月
17
日
に
「
同

志
社
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
仙
台
」
が
開
催
さ
れ

た
。
フ
ェ
ア
は
、
同
志
社
大
学
主
催
、

同
志
社
校
友
会
共
催
、
同
志
社
校
友
会

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
宮
城
県

支
部
協
力
の
も
と
開
催
さ
れ
、
地
域
交

流
イ
ベ
ン
ト
で
は
河
北
新
報
社
の
後
援

が
実
現
。
梅
雨
期
の
中
、
幸
い
に
も
爽

快
な
晴
天
に
恵
ま
れ
、
一
般
・
校
友
な

ど
３
０
０
名
を
超
え
る
来
場
が
あ
っ
た
。

　

は
じ
め
に
東
華
学
校
遺
址
碑 

碑
前

祭
が
行
わ
れ
た
後
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
仙
台
に
て
地
域
交
流
イ
ベ

ン
ト
、
交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催

さ
れ
た
。
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
は
、「
東

華
学
校
を
語
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
始

ま
り
、
一
力
雅
彦 

河
北
新
報
社
代
表

取
締
役
社
長
、
佐
々
木
哲
夫 

学
校
法

人
東
北
学
院
院
長
、
菅
野
正
道 

仙
台

市
博
物
館
主
幹
学
芸
普
及
室
長
を
パ

ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、
同
志
社
大
学
神

学
部
部
長 

石
川
立
教
授
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。
そ
の
後
、
同

志
社
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
に
よ

る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
た
。

「D
oshisha C

ollege Song

」
を
含

む
計
５
曲
を
披
露
し
、
万
雷
の
拍
手

の
中
で
終
わ
っ
た
。

　

交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
１
１
０

名
の
校
友
が
全
国
か
ら
駆
け
つ
け
た
。

長
谷
川
正
治
同
志
社
校
友
会
副
会
長
及

び
同
志
社
英
学
校
を
卒
業
後
に
東
華
学

校
で
教
鞭
を
と
っ
た
片
桐
清
治
氏
の
末

裔
で
あ
る
片
桐
牧
雄
氏
の
挨
拶
が
あ
り
、

阿
部
兼
明
同
志
社
校
友
会
宮
城
県
支
部

支
部
長
の
乾
杯
の
発
声
で
懇
親
会
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
後
半
に
は
、
同
志
社
大

学
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
演
奏
が
再
び

校
友
を
魅
了
し
た
。
会
の
最
後
に
は
、

児
玉
正
之 

同
志
社
校
友
会
副
会
長
に

よ
る
挨
拶
か
ら
豊
原
洋
治
同
志
社
校
友

会
副
会
長
に
よ
る
恒
例
の「D

oshisha 
C
ollege Song

」
へ
と
続
き
、
惜
し

ま
れ
な
が
ら
も
盛
会
は
終
宴
を
迎
え
た
。

　

な
お
、
翌
日
18
日
に
は
新
島
襄
ゆ
か

り
の
地
ツ
ア
ー
も
実
施
さ
れ
、
約
35
名

の
校
友
が
東
北
学
院
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
館

及
び
仙
台
北
教
会
を
見
学
。
仙
台
北
教

会
で
は
、
小
西
望
牧
師
の
司
会
の
も
と

同
志
社
大
学
神
学
部
部
長
石
川
立
教
授

に
よ
る
奨
励
及
び
讃
美
歌
斉
唱
が
あ
り
、

仙
台
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
に
尽
力
し
た

新
島
や
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
に
思
い
を
馳
せ

な
が
ら
、
見
学
ツ
ア
ー
は
終
了
し
た
。

　

大
学
の
知
的
・
人
的
資
源
の
社
会
還

元
は
、
現
在
、
理
工
系
や
政
経
系
学
部

と
行
政
・
産
業
界
の
間
を
中
心
に
促
進

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
歴
史

や
文
化
な
ど
を
扱
う
人
文
系
学
部
で
は
、

そ
の
必
然
へ
の
認
識
が
、
教
員
も
学
生

も
及
ん
で
い
な
い
こ
と
が 

少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
文
化
情
報
学
部
で
は
、
大
学

内
の
文
化
遺
産
情
報
科
学
調
査
研
究
セ

ン
タ
ー
と
協
力
し
、
文
化
や
歴
史
と
い

う
〝
地
域
の
知
〞
と
密
接
に
結
び
つ
く

研
究
成
果
を
社
会
還
元
す
る
試
み
を
実

践
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
地
方
・
地
域
の
活
性
化
が
盛

ん
に
喧
伝
さ
れ
、
ま
た
多
く
の
試
み
も

実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
観
光
の
側
面
で

は
、
新
た
に
参
加
体
験
型
の
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
シ
ー
ズ
を
見
出
し
、
地
域
の
価
値

の
再
開
発
に
挑
も
う
と
す
る
地
域
も
あ

り
ま
す
。
文
化
遺
産
情
報
科
学
調
査
研

究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
０
１
２
年
か
ら
、

香
川
県
小
豆
島
や
兵
庫
県
淡
路
島
を
中

心
に
、
瀬
戸
内
海
の
〝
海
洋
民
の
知
と

技
術
の
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ジ
ャ
ン
ク
シ

ョ
ン
〞
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
調
査
研
究

と
そ
れ
ら
の
結
果
を
「
文
化
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
と
し
て
実
践
（
国
際
会
議
の
プ
レ

ツ
ア
ー
と
し
て
も
実
施
）
し
て
き
ま
し

た
。
今
、
こ
う
し
た
研
究
・
還
元
活
動

に
、
文
化
情
報
学
部
の
学
生
達
が
参
加

し
、
そ
の
中
心
と
な
っ
た
企
画
が
稼
働

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

文
化
情
報
学
部
が
設
置
す
る
「
ジ
ョ

イ
ン
ト
・
リ
サ
ー
チ
」
科
目
の
中
に
は
、

瀬
戸
内
海
島
嶼
部
に
お
け
る
地
域
知
の

再
発
見
と
こ
れ
を
中
核
と
す
る
地
域
の

人
々
を
中
心
に
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
企
画
の

協
力
を
得
て
開
講
さ
れ
る
ク
ラ
ス
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ス
で
は
毎
年
何
度

も
現
地
に
入
り
、
地
域
の
人
々
と
語
り

会
い
、
学
期
末
に
は
報
告
会
と
し
て
、

各
業
界
団
体
の
審
査
員
を
交
え
た
企
画

審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
１
年
に
１
件
程

度
で
す
が
、
実
際
に
運
用
さ
れ
る
企
画

も
出
始
め
て
い
ま
す
。
次
は
ど
ん
な
大

学
発
の
地
域
知
発
見
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
実

践
さ
れ
る
か
、
楽
し
み
な
演
習
科
目
で
す
。

同志社フェアin仙台
新島襄ゆかりの地で開催

大学学長室校友課 大学文化情報学部准教授
（文化情報学部研究主任・文化遺産情報科学調査研究センター所長）　津

つ

村
むら

宏
ひろ

臣
おみ

文化を再認識し
地域知の共同創出をめざす

学生による民家での聞き取り調査（淡路島）

企画審議会後のグループディスカッション
（テレビ局ディレクター、ツアー会社社長、地域イベン
ター代表、NPO法人理事、府議会議員、商工会事務局長、
新聞記者、町長など審査員とともに）
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在
学
生
保
護
者
お
よ
び
卒
業
生
を
対

象
に
、
６
月
17
日
（
土
）
東
京
（
グ
ラ

ン
ド
プ
リ
ン
ス
新
高
輪
：
参
加
者
87
名
）、

６
月
18
日
（
日
）
名
古
屋
（
Ａ
Ｎ
Ａ
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル　

グ
ラ
ン
コ
ー

ト
名
古
屋
：
参
加
者
66
名
）、
７
月
22

日
（
土
）
広
島
（
シ
ェ
ラ
ト
ン
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
広
島
：
参
加
者
32
名
）、
７

月
23
日
（
日
）
熊
本
（
ホ
テ
ル
日
航
熊

本
：
参
加
者
25
名
）
の
４
会
場
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

各
会
場
と
も
就
職
説
明
会
、
大
学
の

近
況
報
告
、
小
﨑
眞
生
活
科
学
部
人
間

生
活
学
科
教
授
に
よ
る
講
演
「
同
志
社

教
育
の
源
流
を
た

ず
ね
て
〜
自
由
、

良
心
、
愛
〜
」
を

行
い
ま
し
た
。
講

演
後
は
参
加
者
に

よ
る
懇
親
テ
ィ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
を
催

し
、
テ
ー
ブ
ル
対

抗
の
同
志
社
女
子

大
学
三
択
ク
イ
ズ

で
は
相
談
し
て
回

答
を
選
び
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
、
講
演
に
対
し
て
「
小
﨑

先
生
の
熱
い
志
が
伝
わ
っ
て
き
た
。」

「
開
学
の
理
念
や
同
志
社
教
育
、
良
心

に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。」

な
ど
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
な
ご
や
か
に
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
。」「
お
い
し
い
お
菓
子

と
お
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
の
懇
親
会

で
、
様
々
な
人
と
交
流
で
き
る
貴
重
な

場
と
な
っ
た
。」「
ク
イ
ズ
大
会
は
テ
ー

ブ
ル
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
の
に
非
常
に
良
い
企
画
だ
っ
た
。」

「
娘
を
通
じ
て
保
護
者
と
し
て
同
志
社

女
子
大
学
に
同
志
と
し
て
関
わ
っ
て
い

る
感
覚
を
持
て
た
。」
と
い
っ
た
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

７
月
23
日
（
日
）
に
実
施
し
た
熊
本

会
場
は
、
２
０
１
６
年
に
開
催
す
る
予

定
で
し
た
が
、
熊
本
地
震
の
影
響
で
開

催
を
中
止
し
、
今
年
度
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
講
演
会
の
終
わ
り
に

宗
教
部
長
で
も
あ
る
小
﨑
眞
教
授
に
よ

る
、
熊
本
地
震
お
よ
び
熊
本
会
場
開
催

直
前
に
発
生
し
た
九
州
北
部
豪
雨
災
害

の
被
災
者
の
方
と
被
災
地
へ
の
祈
り
が

捧
げ
ら
れ
、
参
加
者
も
共
に
祈
り
ま
し

た
。

　

２
０
１
３
年
度
か
ら
同
志
社
中
学
校

英
語
科
で
は
、〝Th ink A

ct Learn in 
E

nglish

〞
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
同
志
社
中
学
校
３

年
間
の
英
語
教
育
に
よ
り
「
英
語
で
考

え
、
英
語
を
使
っ
て
行
動
し
、
英
語
で

学
ぶ
」
人
に
育
つ
よ
う
に
と
の
想
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
順
番
に
は

意
味
が
あ
り
、
特
にTh ink

は
「
答
え

を
教
員
側
が
提
示
す
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
考
え
る
」
と
い
う
意
図
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
筆
者
が
担
当
し
た

２
０
１
６
年
度
中
学
１
年
生
修
了
時
の

目
標
は
「
英
語
で
３
分
程
度
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
こ
と
」
と
し

ま
し
た
。

　

こ
の
「
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
内
容
は
、
地
理
の
授
業
で
触
れ

た
「
少
し
マ
イ
ナ
ー
な
国
」
をiPad

プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ

〝K
eynote

〞
を
使
っ
て
発
表
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
ク
ラ
ス
全
員
を
図
書
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
集
め
、
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後

生
徒
た
ち
は
、Free W

riting

（
自
由

英
作
文
）
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

原
稿
を
書
い
た
り
、
授
業
の
中
で

K
eynote

の
使
い
方
を
学
ん
だ
り
し
て
、

１
ヶ
月
ほ
ど
の
準
備
期
間
を
経
た
後
、

発
表
に
臨
み
ま
し
た
。

　

当
初
は
中
学
１
年
生
で
英
語
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
の
か
と
懸

念
し
ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
の
学
習
能

力
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
例

え
ばK

eynote

の
使
用
に
際
し
て
は
、

瞬
く
間
に
画
像
や
テ
キ
ス
ト
の
挿
入
方

法
を
習
得
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
評
価
基
準
に
はV

oice 
C

ontrol

や

E
ye C

ontact

、B
ody 

Language

を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
、

生
徒
た
ち
も
そ
の
点
を
意
識
し
、
前
を

向
い
て
発
言
し
た
り
、
身
振
り
手
振
り

を
交
え
た
り
と
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
型
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ

う
で
す
。
ま
た
、「
聞
き
手
が
理
解
で

き
る
英
語
」
を
意
識
し
て
原
稿
を
作
っ

た
こ
と
で
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
相
手
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

い
う
気
づ
き
を
得
た
と
の
感
想
を
聞
く

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
１
年
間
英
語
を

学
習
し
、
最
後
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
こ
と
で
、
１
年
間
の
学
び
が

生
徒
の
自
信
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
し

た
。

　

今
回
の
「
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
」
の
よ
う
に
〝Learn in E

nglish

（
英
語
で
学
ぶ
）〞
を
実
践
で
き
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
、
今
後
も
積
極
的
に
行
っ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

中学校・高等学校教諭　皆
みな

川
がわ

祥
しょう

吾
ご

中１の最後に「英語でプレゼ
ンテーション」はできるのか

同志社女子大学の集い2017

女子大学広報部広報室広報課

就職説明会

小﨑教授による講演会

懇親ティーパーティー
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ク
ラ
ブ
と
テ
ニ
ス
を
通
じ
て
、 

部
員

た
ち
に
と
っ
て
、
人
生
で
大
切
な
も
の

を
た
く
さ
ん
得
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
周
り
の
人
た
ち
へ
も
大
き
な
影

響
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
先

輩
た
ち
が
築
き
あ
げ
て
き
た
も
の
を
引

き
継
い
で
、
今
も
選
手
た
ち
は
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

テ
ニ
ス
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
か
け

た「
大
阪
高
等
学
校
春
季
テ
ニ
ス
大
会
」

個
人
戦
が
２
０
１
６
年
４
月
、
大
阪
府

蜻
蛉
池
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
シ

ン
グ
ル
ス
で
は
堀
口
さ
ん
が
準
優
勝
、

松
崎
さ
ん
が
第
３
位
に
入
賞
、
ダ
ブ
ル

ス
で
は
堀
口
・
松
崎
さ
ん
ペ
ア
が
優
勝

し
、
シ
ン
グ
ル
ス
ダ
ブ
ル
ス
と
も
に
、

念
願
で
あ
っ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
出

場
権
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
ま
で
の
道
の
り
は
長
く
、

高
校
１
、２
年
生
の
と
き
は
、
惜
し
く

も
あ
と
少
し
の
所
で
敗
れ
、
悔
し
い
思

い
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
悔
し
さ
を

ば
ね
に
、
チ
ー
ム
全
体
の
力
を
高
め
る

こ
と
を
中
心
と
し
、
一
つ
一
つ
の
試
合

に
向
け
て
、
ク
ラ
ブ
の
雰
囲
気
や
練
習

の
質
な
ど
、
ど
う
す
れ
ば
高
め
ら
れ
る

か
部
員
全
体
で
考
え
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
二
人
の
頑
張
り
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
周
り
の
テ
ニ
ス
部
員
に
も
支
え

ら
れ
、
日
々
努
力
を
重
ね
て
き
た
結
果
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
と
い
う
成
績
を
残

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

８
月
５
日
〜
６
日
、
島
根
県
松
江
市

に
て
「
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

テ
ニ
ス
競
技
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
シ
ン
グ
ル
ス
ダ
ブ
ル
ス
と
も
に
途

中
で
敗
退
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

と
い
う
大
き
な
舞
台
で
の
試
合
を
終
え
、

自
信
も
つ
い
て
き
た
よ
う
で
、
後
日
、

８
月
中
旬
に
開
催
さ
れ
た
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
ダ
ブ
ル
ス
に
堀

口
・
松
崎
さ
ん
ペ
ア
が
出
場
し
、
ベ
ス

ト
８
に
入
賞
し
ま
し
た
。

全国高等学校テニス大会
出場！

香里中学校・高等学校教諭　吉
き

良
ら

山
やま

智
とも

博
ひろ

　

本
校
の
芸
術
鑑
賞
は
、
隔
年
で
音
楽

鑑
賞
と
演
劇
鑑
賞
を
行
っ
て
い
ま
す
。

音
楽
鑑
賞
は
音
楽
科
の
担
当
で
、
京
都

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
京
都
市
交
響
楽

団
の
演
奏
を
聴
き
ま
す
。
演
劇
鑑
賞
は

総
務
部
の
担
当
で
、
近
年
で
は
、
南
座

で
の
歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
、芸
優
座
の「
ア

ン
ク
ル
ト
ム
の
小
屋
の
灯
り
に
」、
劇

団
四
季
の
「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」
等
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
度
は
、

６
月
に
宝
塚
歌
劇
の
花
組
公
演
を
鑑
賞

し
ま
し
た
。

　

演
劇
鑑
賞
の
企
画
は
、
前
年
度
か
ら

準
備
を
始
め
ま
す
。
本
当
に
た
く
さ
ん

の
劇
団
が
勧
誘
に
来
ら
れ
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
送
っ
て
こ
ら
れ
ま
す
が
、
演
劇

の
好
み
は
音
楽
以
上
に
大
き
く
分
か
れ

る
の
で
、
選
定
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

宝
塚
歌
劇
は
好
き
で
何
度
も
見
て
い
る

生
徒
が
い
る
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
見
る

機
会
が
な
か
っ
た
と
い
う
生
徒
も
大
勢

い
ま
す
。
宝
塚
は
京
都
か
ら
は
や
や
遠

い
で
す
が
、
関
西
を
代
表
す
る
文
化
の

一
つ
で
あ
る
宝
塚
歌
劇
を
一
度
く
ら
い

は
見
る
機
会
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は

と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
企
画
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
日
は
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
現
地

集
合
で
11
時
公
演
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

各
学
年
担
任
会
に
は
Ｊ
Ｒ
・
阪
急
電
車

に
分
か
れ
て
乗
車
し
て
も
ら
い
、
ま
た

宝
塚
駅
か
ら
劇
場
ま
で
の
道
に
も
教
員

を
配
置
し
、
大
き
な
混
乱
な
く
集
合
で

き
ま
し
た
。
座
席
は
１
階
席
の
後
方
と

２
階
全
席
の
部
分
貸
切
で
、
古
代
日
本

を
舞
台
に
し
た
お
芝
居
「
邪
馬
台
国
の

風
」
と
、
レ
ビ
ュ
ー
「
Ｓ
ａ
ｎ
ｔ

ｅ
!!
」
の
２
本
立
て
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

お
芝
居
で
は
、
幻
想
的
な
ス
ト
ー
リ
ー

展
開
の
み
な
ら
ず
、
大
掛
か
り
な
舞
台

装
置
や
豪
華
な
衣
装
に
引
き
込
ま
れ
ま

し
た
。
シ
ョ
ー
で
は
華
や
か
で
迫
力
の

あ
る
ダ
ン
ス
や
歌
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

途
中
客
席
降
り
も
あ
り
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

芸
術
鑑
賞
と
し
て
は
初
め
て
の
宝
塚

歌
劇
は
、
生
徒
か
ら
も
概
ね
好
評
で
、

生
徒
・
教
員
と
も
夢
の
空
間
で
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

芸術鑑賞

女子中学校・高等学校教諭（総務部）　谷
たに

口
ぐち

美
み

都
つ

子
こ

幕間休憩中の２階席からのようす 宝塚大劇場の建物外観
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（
新
島
襄
の
足
跡
を
辿
る
旅
）

　

６
年
次
に
ア
ー
モ
ス
ト
・
ボ
ス
ト
ン

へ
の
修
学
旅
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

同
志
社
で
学
ぶ
11
歳
の
子
ど
も
た
ち
は
、

新
島
襄
が
過
ご
し
た
地
で
何
を
感
じ
、

何
を
学
ぶ
の
で
し
ょ
う
か
。

　

新
島
襄
の
足
跡
を
辿
る
旅
の
準
備
は
、

開
校
時
か
ら
リ
サ
ー
チ
と
下
見
を
重
ね
、

現
在
に
至
り
ま
す
。
修
学
旅
行
は
、
新

島
が
学
ん
だ
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
に
主
に

滞
在
し
、
ま
た
ハ
ー
デ
ィ
ー
氏
が
属
し

た
会
衆
派
教
会
で
の
礼
拝
に
参
加
す
る

機
会
も
あ
り
、
同
志
社
の
建
学
の
精
神
、

キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
学
ぶ
旅
で
も
あ
り
ま
す
。

　

小
学
校
は
２
０
０
６
年
に
一
貫
教
育

の
小
学
校
と
し
て
開
校
し
、
当
時
の
小

学
生
が
現
在
、

大
学
で
学
ん
で

い
ま
す
が
、
小

学
校
で
の
多
国

籍
の
先
生
と
の

授
業
、
大
学
か

ら
の
留
学
生
と

の
交
流
授
業
等
、

　

本
年
６
月
24
日
（
土
）
を
も
っ
て
、

同
志
社
幼
稚
園
は
創
立
１
２
０
周
年
を

迎
え
、
同
日
、
寒
梅
館
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ

ー
ル
に
て
、「
同
志
社
幼
稚
園
創
立

１
２
０
周
年
記
念
式
・
祝
会
」
を
執
り

行
い
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
は
、
同
志
社
創
立
者
・
新
島

襄
の
教
育
方
針
に
共
鳴
し
た
ア
メ
リ
カ

の
宣
教
師
、
M
・
F
・
デ
ン
ト
ン
夫

人
の
篤
い
想
い
に
よ
っ
て
、
１
８
９
７

年
（
明
治
30
年
）、「
出
町
幼
稚
園
」
と

し
て
開
園
し
ま
し
た
。
そ
の
歩
み
は
平

坦
で
な
く
、
当
時
は
「
キ
リ
ス
ト
教
理

念
に
基
づ
く
幼
児
教
育
」
に
対
す
る
市

民
の
関
心
が
薄
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

園
児
減
少
、
経
営
難
に
見
舞
わ
れ
な
が

ら
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
援
助
や
同
志
社

女
子
部
同
窓
会
、
幼
稚
園
母
の
会
等
の

支
援
を
受
け
る
な
ど
し
て
存
続
し
ま
し

た
。
園
名
も
「
今
出
川
幼
稚
園
」「
同

志
社
幼
稚
園
（
１
９
４
７
年
）」
と
い

う
変
遷
を
辿
り
な
が
ら
、
今
日
に
至
り

ま
す
。

　

記
念
式
は
礼
拝
に
始
ま
り
、
八
田
英

二
総
長
・
理
事
長
の
式
辞
（
女
子
大
学

長
・
加
賀
裕
郎
先
生
が
代
読
）
を
い
た

だ
い
た
後
、
山
田
啓
二
京
都
府
知
事
と
、

小
さ
な
６
年
生
の
国
際
人
だ
っ
た
頃
を

覚
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
修
学

旅
行
は
ど
の
よ
う
な
思
い
出
と
し
て
残

っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
大
き
く
な
っ

た
大
学
生
の
国
際
人
た
ち
に
尋
ね
て
み

た
い
も
の
で
す
。

（
広
が
る
国
際
交
流
）

　

ア
メ
リ
カ
に
加
え
、
２
０
１
０
年
か

ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

州
の
私
立
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
セ
フ
小
学
校
、

２
０
１
２
年
か
ら
台
湾
・
台
東
大
学
付

属
小
学
校
と
交
流
を
続
け
、
協
定
校
の

締
結
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
の
夏
休
み

は
、
立
石
フ
ァ
ン
ド
の
支
援
で
、
立
石

ジ
ュ
ニ
ア
ス
カ
ラ
ー
の
６
年
代
表
が
３

週
間
、
短
期
留
学
。
秋
に
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
か
ら
５
、６
年
生
20
名
が
来
校
、

学
校
生
活
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
す

る
予
定
で
す
。
ま
た
冬
に
は
本
校
児
童

が
台
東
を
訪
問
し
、
台
湾
原
住
民
族
に

つ
い
て
学
び
な
が
ら
学
校
生
活
と
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
体
験
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
２
０
１
５
年
か
ら
京
都
市
内
に

あ
る
京
都
国
際
フ
ラ
ン
ス
学
園
と
交
流

を
始
め
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
英
語
を
交
え
、

門
川
大
作
京
都
市
長
の
ご
臨
席
を
賜
り

祝
辞
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
会
場
に

は
、
ご
来
賓
を
は
じ
め
、
卒
園
生
・
在

園
生
と
そ
の
保
護
者
、
後
援
会
会
員
・

協
賛
の
方
々
等
、
４
０
０
名
を
超
え
る

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小

学
生
か
ら
年
代
を
超
え
た
懐
か
し
い
卒

園
生
が
一
堂
に
会
し
、
厳
か
な
中
に
も

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
幼
稚
園
ら
し
い
式
と

な
り
ま
し
た
。

　

祝
会
で
は
、
本
園
卒
園
生
で
あ
る
茂

山
千
作
氏
、
七
五
三
氏
、
茂
氏
に
よ
る

記
念
の
狂
言
「
蝸
牛
」
を
披
露
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ス
ラ
イ
ド

「
１
２
０
年
の
あ
ゆ
み
」
で
は
、
貴
重

な
歴
史
的
資
料
を
通
し
て
、
開
園
間
も

な
い
小
さ
な
園
舎
と
数
名
の
園
児
の
写

真
に
感
慨
深
く
見
入
っ
た
り
、
時
代
を

超
え
て
も
変
わ
ら
な
い
園
児
の
笑
顔
に

は
、
現
在
の
園
児
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ

る
参
加
者
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
式
の

最
後
は
、
１
２
０
年
を
記
念
し
て
制
作

し
た
「
記
念
愛
唱
歌
」
３
曲
を
、
会
場

が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
合
唱
し
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
ぶ
ど
う
の
木　

あ
な
た
が

た
は
そ
の
枝
で
あ
る
。（
ヨ
ハ
ネ
に
よ

ユ
ニ
ー
ク
な
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
英
語
科
と
宗
教
科
と
の
連
携
で

交
流
を
続
け
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ミ
ン
ダ

ナ
オ
島
と
モ
ン
ゴ
ル
・
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

ル
に
あ
る
施
設
に
は
物
資
支
援
で
の
繋

が
り
を
持
ち
、
こ
の
春
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
子
ど
も
図
書
館
か
ら
施

設
の
生
徒
た
ち
が
訪
問
し
、
出
会
い
が

実
現
し
ま
し
た
。

　

小
さ
な
国
際
人
た
ち
が
建
学
の
精
神

を
受
け
継
ぎ
、
今
後
、
幅
広
い
視
野
を

持
っ
て
、
世
界
へ
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

る
福
音
書
15
：
５
）

　

聖
書
に
あ
る
よ
う
に
、
記
念
式
で
は
、

こ
れ
ま
で
幼
稚
園
に
ご
協
力
・
ご
支
援

い
た
だ
い
た
方
々
、
卒
園
生
、
保
護
者

と
の
心
の
つ
な
が
り
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
こ
の
記
念
式
を
幼
稚
園
の
新
た

な
第
一
歩
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
神
様

に
守
ら
れ
、
そ
し
て
す
べ
て
の
人
と
つ

な
が
り
、
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
、
心
豊
か
に
愛
さ
れ
る
幼
稚
園

で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

小学校教諭　振
ふり

本
もと

ありさ

羽ばたけ！小さな国際人　
国際交流の歩み

同志社幼稚園創立120周年
記念式・祝会を開催

幼稚園教諭　遠
えん

藤
どう

稚
ち

絵
え
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